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■会長の時間         会長 坂田 師通 君 

先週は、ミニラグビー

大会の時に梅の花が咲い

ていたお話をし、梅は桜

と違ってまだ寒い時期に

花を咲かせ、もう春が来

ていることを告げる花で

あると申し上げ、人も世

に先駆けて事を成すこと

が必要であると偉そうに

申し上げました。今日は

桜の話をします。京都に住む染色家の話です。 

『私はまだまだ春の訪れも遠い粉雪の舞う頃にもらっ

た桜の枝を煮出し、絹の布に染色をしました。つぼみも

固く、桜色などどこにも見つからなかったけれども、布

は見事桜色に染まりました。桜の色はその色に染まって

いる花びらからではなく、何の色も感じさせない木の枝

に隠れていたのです。桜という木は、つぼみも固く、花

の季節にはまだまだ遠い冬の間から全身全霊を込め、木

全体で桜色を蓄え、春爛漫の桜を演出するために命を燃

やしつづけているのですね。華やかさの陰で人知れず紡

いでいる命の営みを教えられました』 

桜は、その短い花の季節のために前もって全身全霊で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備をしていること、これにも私は深く感動しました。 

 維新の立役者を考えると、世に先駆けて春を告げた高

杉晋作や坂本龍馬は梅型の人間であり、幕末から苦労を

重ね明治政府の重鎮となりながらも早々と命を落とした

西郷隆盛や大久保利通は桜型の人間と言えるかもしれま

せん。 

 私は医者なので、医者の世界で考えてみても、新しい

ことを早々と医療に取り入れようとする梅型の人間と、

コツコツと研究を重ね成果を上げる桜型の人間がいるよ

うな気がします。梅型の人間も桜型の人間も大事な人材

であることには変わりありません。皆様の会社の中でも

梅型の人材、桜型の人材、各々を上手にコントロールす

ることが会社の発展につながるのでないでしょうか。 

 

☆新入会員入会式  ～関 康仁 君 

  
 安田秀一ガバナー補佐・関康仁君・坂田師通会長 
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第 2056 回 平成 31 年 2 月 14 日プログラム  

 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『ロータリーの心を地域の人に届けよう』 

 

第 2730地区ガバナー   川原 篤雄 

中部分区ガバナー補佐   安田 秀一 

RIテーマ 『インスピレーションになろう』 

地区テーマ『プラスワンの考動を』 

2月の月間テーマ 

  平和と紛争予防/紛争解決月間   

７．ＢＯＸ披露 

８．委員会報告 

９. 外部卓話 

10．次週例会案内 

11．点  鐘 

12. 

 

  

 

   

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  

＊血圧測定 

＊外部卓話―川田新郎様 

＊例会終了後プログラム委員会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

 

次週例会案内；2月 21日（2057回） 

＊夜間例会 

＊クラブ研修会 

     

第 2055回 例会内容（2/7） 

 

 

 

 



■幹事報告          幹事 橋口 清和君 

＜文書案内＞ 

＊会長エレクト研修セミナー 

のご案内 

 日時 平成31年3月23日 

    13：00～ 

    平成31年3月24日 

 場所 宮崎観光ホテル 

 

 

 

☆米山功労者 2回目表彰 坂田 師通  

     
 

☆ポール・ハリス・フェロー受賞 長濱博君 

     

 

❤❤月初めのセレモニー❤❤ 

結婚記念祝い＆古稀祝いおめでとうございます。 

   

     曽我部幸夫君     古稀祝 山道義孝君 

 

 
ソングリーダー多賀君＆ピアノ演奏森さん 

■会員卓話             武末 喜久治 君 

皆さんは少年自衛官とい

う制度をご存じでしょうか。

15～17 歳までの男性を自衛

官として採用し、主として、

技術部門に配属される陸海

空曹（下士官）を養成するコ

ースの一つとして運用され

てきました。採用されると、

三等陸海空士に任命されて

専門の教育機関に配属され、

同時に指定された高校と連携し、普通科高校のカリキュ

ラムを学習し、採用から 3 年後に高校の卒業資格を取得

する。陸上は横須賀、海上は江田島、航空は熊谷にそれぞ

れ学校があり、採用4年目に三等陸海空曹に昇進し、各部

隊・艦船に配属されます。また、「高校の卒業資格が得ら

れる」ことから、一般の大学や防衛大学校、防衛医科大学

校、海上自衛隊や航空自衛隊の航空学生課程へ進む者も

少数ですが存在し、中には幹部任官後に将官まで上りつ

めた者もいました。昭和30年に創設されて以来、陸海空

自衛隊で、人的戦力の中核となる陸海空曹の養成コース

のひとつとして長らく運用されてきましたが、海自・空自

では 2006年度限りで新規の生徒募集を終了 2010年 3月

に廃止されました。一方、陸自では現在は後継となる「高

等工科学校」として残りました（参照 Weblio）  

私は昭和 40 年第 11 期生として陸上自衛隊少年工科学

校に入学しました。43年 4月に 4年生となり神奈川県久

里浜市にある陸上自衛隊通信学校において中期課程の通

信整備技術を学んでおりました。7月2日夕刻でした。 

１期下の１2期生の 3年生 13人が訓練中に溺死という

ニュースが伝わりました。詳細は不明で家からは心配し

て電話もあり学校中大騒動でした。3年生の一部 78名は

７月 2 日午後１時から校内の池において幹部教官の指揮

のもとで雨中校内において野外戦闘訓練が行われました。

奇しくも「やすらぎの池」と称されるミサイル基地設置の

際掘って出来た人口池です。教官は午後２時ころ校内の

池において予定外の夜間の渡河訓練を開始しました。ロ

ープを境に見立て戦闘靴にライフルを背負った武装で水

に入りました。先頭グループが池の中程にきたころから

溺れる者が出始め泳ぎの困難を感じ引き返すもの、ロー

プ伝いに岸へたどり着こうとする者が続出、パニック状

況が発生しました。急を聞いて駆け付けた学校幹部や救

難隊の活動もむなしく13人はライフル銃を抱えながら池

の底へ沈んで行きました。指揮官はその後逮捕起訴され

禁錮刑となり出所後は僧となり13人の自宅一軒一軒を訪

ね冥福を祈ったとのことです。時が過ぎ、一昨年50回忌

が行われ、指揮官も亡くなり事件も忘却の彼方へ消えよ

うとするころ、この事件を風化させることなく、今後の遺

族、同期生、後輩たちに遺訓として残そうと７期生の先輩

が一冊の本を出版しました。題は少年工科学校物語「武山

やすらぎの池の絆」。師団長を約束され、生徒達に慕われ

ていた優秀な教官がなぜ雨の中で訓練を強行したか。時

間ございましたら読んでみて下さい。今日は私の母校で

起きた事件の紹介を卓話とさせていただきました。     
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 安田秀一ガバナー補佐    ビジター岩切紀幸君 

 

 

■ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 長谷川 修身君 

＜ニコニコ・財団・米山 BOX＞ 

【坂田師通君】安田ガバナー補 

佐、岩切様、ようこそ高鍋 

クラブへ。 

  関君の入会をお祝い申し 

上げます。 

【茂木晃君】関康仁君の入会を 

歓迎して。 

【松尾正博君】関康仁君ご入会おめでとうございます。 

【藤本範行君】ガバナー補佐の安田様、ビジターの岩切様 

ようこそ高鍋へ。 本日はご指導をよろしくお願いし 

ます。 

【長濱博君】関康仁君、入会ありがとうございます。 

  よろしくお願い致します。 

  ガバナー補佐をお迎えして。 

【曽我部幸夫君】関さん入会おめでとうございます。 

  結婚記念祝いのお返しとして。 

【山道義孝君】古希のお祝い有難うございます。 

 

 

   

雑誌紹介 木浦亨英君   親睦委員 長濱博君 

 

 

■出席報告       出席副委員長 長野孝吉 君 

 

（2/7）               

正 会 員 総 数 43名 

出 席 会 員 数 31名 

ホーム出席率 73.81％ 

修正出席率 88.10％ 

 

 

 

 

「ロータリーの目的」 

  

  ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎と 

して奉仕の理念を奨励しこれを育むことにある。 

具体的には、次の各項を奨励することにある。 

  

第1.知り合いを広めることによって奉仕の機会 

  とすること。 

第2.職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は 

  すべて価値あるものと認識し、社会に奉仕す 

  る機会としてロータリアン各自の職業を高潔 

  なものにすること。 

第3.ロータリアン一人一人が、個人として、また 

  事業および社会生活において、日々、奉仕の 

  理念を実践すること。 

第4.奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ 

   トワークを通じて、国際理解、親善、平和を 

  推進すること。 

  

付記： 「ロータリーの目的」の 4つの項目は、 

等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こ 

さなければならないものであるということで、 

RI理事会の意見が一致している。 

 

 

 

四つのテスト  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

『メ－クアップしましょう』 

中部分区クラブメ－クアップ会場 

 出席委員会 

月 
宮崎南 宮崎観光ホテル西館8階 

宮崎東 ニューウェルシティー宮崎 

火 
宮崎 宮崎観光ホテル 

西都 あかのや 

水 
宮崎北 ホテルマリックス 

佐土原 ワールドコンペンションセンターサミット 

木 宮崎中央 ワールドコンペンションセンターサミット 

金 宮崎西 宮崎観光ホテル 

   

 

 

 

 


